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With/After COVID-19における

消費者の飲食店利用の現状と今後
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サマリー
１. 



サマリー(1/2)

調査概要
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調査目的：消費者の現状/今後の外食の意識調査を実施することで飲食店経営に資する情報を提供する

調査方法：Webアンケート調査

調査実施機関：株式会社Quest(https://quest-research.co.jp/)

調査対象：全国の18歳以上の男女

回答回収機関：2021年5月26日(水)

サンプル数：1,856サンプル

18~19歳 20~29歳 30~39歳 40~49歳 50~59歳 60~69歳 70歳以上 計

緊急事態宣言
発出地域

男 14 75 77 67 75 67 89 464

女 18 69 77 75 74 72 71 456

その他地域
男 12 75 66 82 78 74 81 468

女 11 86 77 75 74 69 76 468

計 55 305 297 299 301 282 317 1,856

1）

1）緊急事態宣言発出地域とは、2020年4月の全国を対象とした緊急事態宣言を除き、2021年6月現在までに緊急事態宣言を発出された地域を指す
具体的には、北海道・東京都・埼玉県・千葉県・神奈川県・愛知県・大阪府・京都府・兵庫県・広島県・岡山県・福岡県・沖縄県を指す。

https://quest-research.co.jp/


サマリー(2/2)
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今後の
外食意識の
全体像

コロナによる
外食利用の
変化

新型コロナにより生じた消費者の外食への抵抗感はコロナ収束に従い徐々に回復するが、
完全にコロナ以前と同じではなく収束後も未だに外食利用に抵抗感を感じる消費者や以前
より低頻度・低単価での利用を見込む消費者など外食意識の変化が見られる

コロナ感染への懸念や外食自粛要請により多くの消費者が外食に対する抵抗感を覚え、
それ故に外出頻度や月平均外食費が低下

＞コロナ前後で比較すると、2021年現在の月平均外食費は全体で8,334円(2019年比34％減)まで減少
＞全体の65％が外食頻度が減少し、その理由としてコロナ感染への懸念(80%)や外食自粛要請(48%)を列挙

コロナ収束
までの
外食意識
の変化

消費者の外食への抵抗感はコロナ収束に従い徐々に回復するが、
一方で例え感染者が0になってもまだ抵抗感を覚え外食を控える消費者も一定数存在

＞外出/外食自粛要請の解除、ワクチン接種、治療薬開発、周辺/日本全国の感染者0とコロナ収束に従い抵抗感は
回復し、日本全国の感染者0の時では全体の67%(一人利用)、61%(複数利用)がコロナ前のように外食可能に

＞一方で、日本全国の感染者0の時でも全体の12％(一人利用)、10％(複数利用)が未だに抵抗感を覚え外食を控える

コロナ後の
外食行動 外食への抵抗感が回復した消費者の過半数は以前と同じ頻度・単価に回帰し、

さらに以前と比べ低頻度・低単価での外食行動する消費者も一定数存在
＞コロナ後、全体の60％が以前と同頻度で、また全体の約30％が以前よりも低頻度での外食行動を見せる
＞コロナ後、全体の80％が以前と同単価で、また全体の約20％が以前よりも低単価での外食行動を見せる



コロナによる外食利用の変化
２. 



コロナ以前と比べると現在の月平均外食費は全セグメントで減少、全体で-34％減
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¥12,555

¥8,334

全体
(n=1,856)

-34%

2019年(コロナ以前)

2021年(現在)¥15,625

¥10,914 ¥10,765 ¥11,223

¥8,490

¥10,041¥10,245

¥7,665 ¥8,078
¥6,916

¥6,032
¥6,848

専業主婦・主夫
(n=304)

会社員
(n=839)

定年退職
(n=151)

パート・ア
ルバイト
(n=244)

学生
(n=104)

無職
(n=214)

-34%

-30% -25%
-38%

-29%

-32%

コロナ前後の月平均外食費の変化

外食費の変化



外食頻度の変化

全体の65％が外食頻度が減少し、その約半数がコロナ感染への懸念や外食自粛要請を理由に列挙
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32%

37%

33%

26%

42%

37%

66%

63%

61%

74%

57%

60%

パート・アルバイト

学生

1%

3%

0%

会社員

6%

専業主婦・主夫

2%無職

3%定年退職

コロナ以前より増えた 変化なし コロナ以前より減った

営業時間が
短くなった

から

外食費を節
約したいか

ら

コロナ感
染が心配
だから

テイクアウ
トやデリバ
リーに切り
替えたから

外食自粛
要請があ
るから

周囲への感
染が心配だ

から

健康のため
外食を控え
ているから

33.3%

人から誘わ
れなくなっ

たから

在宅勤務
等で外出
が減った

から

その他

80.0%

48.4%
19.0% 17.6% 15.7% 14.2% 11.3% 8.5% 2.3%

33% 65%2%全体

全体 80.0 48.4 33.3 19.0 17.6 15.7 14.2 11.3 8.5 2.3

会社員 75.4 46.7 31.7 19.0 21.7 13.9 13.6 9.0 13.9 2.4 

パート・アルバイト 78.7 47.2 35.9 17.2 21.8 18.2 15.7 8.1 2.0 2.3 

学生 60.2 56.5 40.3 21.4 31.4 14.8 6.8 4.1 21.5 0.0 

専業主婦・主夫 86.4 51.4 31.5 15.5 12.5 15.6 13.1 12.9 3.2 2.3 

無職 86.7 45.4 36.6 21.4 8.5 24.4 16.2 16.5 3.8 2.4 

定年退職 88.0 50.4 35.0 26.3 10.2 10.5 19.6 20.0 4.5 3.3 

外食頻度の変化とその理由

全体 +10pt 全体 -10pt全体 -5pt全体 +5pt

1）

1）外食頻度の変化の理由は外食頻度がコロナ以前より減った方を対象に聴取(n=1,177)

(%)



コロナ収束までの外食意識の変化
３. 



外食意識の変化の全体像

コロナ収束に従い外食意識は以前のように回復。一方、感染者0でも抵抗感が拭えない消費者も
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8%
15%

24%
36%

61%
53%

60%

56%

50%

29%
39%

25% 20% 15% 10%

居住地周辺の
コロナ感染者0

コロナ治療
薬の開発

外出/外食自
粛要請の解除

コロナのワ
クチン接種

日本全国のコ
ロナ感染者0

強い抵抗感を感じ、外食をほぼ控える やや抵抗感を感じ、外食を控えるかもしれない 全く抵抗感なく、コロナ前のように外食できる

14%
20%

33%
40%

67%
48%

57%

48%
44%

21%
38%

23% 19% 16% 12%

外出/外食自
粛要請の解除

コロナのワ
クチン接種

コロナ治療
薬の開発

居住地周辺の
コロナ感染者0

日本全国のコ
ロナ感染者0

一人利用 複数利用

コロナ収束までの外食意識の変化1）

1）コロナ収束までの外食意識の変化は外食頻度がコロナ以前より減った、かつコロナ感染への懸念がその理由である方を対象に聴取(n=976)



外出/外食自粛要請の解除

外出/外食自粛要請解除で約792万人(一人利用)、約475万人(複数利用)が以前の外食意識に回帰
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一人利用 複数利用

86万人
(13%)

131万人
(19%)

パート・アルバイト

538万人
(40%)

253万人
(46%)

44万人
(25%)742万人

(31%)

定年退職

100万人
(57%)

無職

299万人
(46%)

32万人
(18%)

学生

128万人
(9%)

専業主婦・主夫

691万人
(51%)

1,284万人
(54%)

会社員

261万人
(40%)

341万人
(14%)

244万人
(35%) 220万人

(40%)

324万人
(46%)

74万人
(14%)

全く抵抗感なく、コロナ前のように外食できる強い抵抗感を感じ、外食をほぼ控える やや抵抗感を感じ、外食を控えるかもしれない

636万人
(47%)

パート・アルバイト

237万人
(37%)

専業主婦・主夫 無職会社員

314万人
(49%)

96万人
(15%)

301万人
(55%)

学生

40万人
(7%)

定年退職

1,312万人
(55%)

265万人
(38%)

56万人
(32%)

627万人
(46%)

174万人
(7%)

881万人
(37%)

363万人
(52%)

94万人
(7%)

70万人
(10%)

120万人
(68%)

206万人
(38%)

外出/外食自粛要請解除時の外食意識 1）

1）外食意識は外食頻度がコロナ以前より減った、かつコロナ感染への懸念がその理由である方を対象に聴取(n=976)
市場全体の人数は総務省の人口推計データを基に地域・性別・年代別にウェイトバック集計することで推定しており、ウェイトバック集計に関して詳しく知りたい方はこちらを参照

https://quest-research.co.jp/column/2021-0329-1


ワクチン接種

ワクチン接種で約1,167万人(一人利用)、約863万人(複数利用)が以前の外食意識に回帰
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ワクチン接種時の外食意識

一人利用 複数利用

554万人
(23%) 34万人

(19%)

482万人
(20%)

会社員

146万人
(23%)

126万人
(72%)

16万人
(9%)

パート・アルバイト 学生

435万人
(32%)

151万人
(22%)

無職

748万人
(55%)

174万人
(13%)

390万人
(56%)

158万人
(23%)

138万人
(21%)

1,332万人
(56%)

362万人
(56%)

専業主婦・主夫

96万人
(18%)

定年退職

342万人
(62%)

109万人
(20%)

強い抵抗感を感じ、外食をほぼ控える やや抵抗感を感じ、外食を控えるかもしれない 全く抵抗感なく、コロナ前のように外食できる

110万人
(62%)

学生

636万人
(27%)

372万人
(27%)

99万人
(18%)

798万人
(59%)

1,360万人
(57%)

パート・アルバイト

90万人
(16%)

376万人
(58%)

187万人
(14%)

157万人
(24%)

専業主婦・主夫

78万人
(11%)

会社員

372万人
(16%)

154万人
(22%)

112万人
(17%)

無職

466万人
(67%)

358万人
(65%)

43万人
(24%)

定年退職

23万人
(13%)

1）

1）外食意識は外食頻度がコロナ以前より減った、かつコロナ感染への懸念がその理由である方を対象に聴取(n=976)
市場全体の人数は総務省の人口推計データを基に地域・性別・年代別にウェイトバック集計することで推定しており、ウェイトバック集計に関して詳しく知りたい方はこちらを参照

https://quest-research.co.jp/column/2021-0329-1


コロナ治療薬開発

コロナ治療薬開発で約1,914万人(一人利用)、約1,391万人(複数利用)が以前の外食意識に回帰
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コロナ治療薬開発時の外食意識 1）

1）外食意識は外食頻度がコロナ以前より減った、かつコロナ感染への懸念がその理由である方を対象に聴取(n=976)
市場全体の人数は総務省の人口推計データを基に地域・性別・年代別にウェイトバック集計することで推定しており、ウェイトバック集計に関して詳しく知りたい方はこちらを参照

一人利用 複数利用

911万人
(38%) 48万人

(27%)

374万人
(16%)

会社員

220万人
(34%)

114万人
(65%)

14万人
(8%)

パート・アルバイト 学生

347万人
(26%)

252万人
(36%)

無職

686万人
(51%)

324万人
(24%)

284万人
(41%)

163万人
(23%)

112万人
(17%)

1,083万人
(46%) 314万人

(49%)

専業主婦・主夫

92万人
(17%)

定年退職

294万人
(54%)

161万人
(29%)

強い抵抗感を感じ、外食をほぼ控える やや抵抗感を感じ、外食を控えるかもしれない 全く抵抗感なく、コロナ前のように外食できる

115万人
(65%)

学生

480万人
(20%)

294万人
(22%)

90万人
(16%)

760万人
(56%)

1,254万人
(53%)

パート・アルバイト

133万人
(24%)

366万人
(57%)

303万人
(22%)

142万人
(22%)

専業主婦・主夫

156万人
(22%)

会社員

633万人
(27%)

122万人
(17%)

138万人
(21%)

無職

421万人
(60%)

324万人
(59%)

33万人
(19%)

定年退職

28万人
(16%)

https://quest-research.co.jp/column/2021-0329-1


周辺地域の感染者０

周辺地域の感染者０で約2,292万人(一人利用)、約2,069万人(複数利用)が以前の外食意識に回帰
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周辺地域の感染者０時の外食意識

一人利用 複数利用

289万人
(41%)

304万人
(44%)

312万人
(48%)

223万人
(34%)

会社員 パート・アルバイト 専業主婦・主夫

99万人
(57%)

13万人
(7%)

63万人
(36%)

学生 無職

332万人
(14%) 277万人

(20%)

1,051万人
(44%) 567万人

(42%)

253万人
(46%)

111万人
(17%)

205万人
(37%)

512万人
(38%)

984万人
(42%)

89万人
(16%)

106万人
(15%)

定年退職

強い抵抗感を感じ、外食をほぼ控える やや抵抗感を感じ、外食を控えるかもしれない 全く抵抗感なく、コロナ前のように外食できる

学生

824万人
(35%)

227万人
(35%)

66万人
(12%)

1,228万人
(52%)

315
(13%)

パート・アルバイト 定年退職

41万人
(24%)

専業主婦・主夫

243万人
(35%)

236万人
(17%)

369万人
(53%)

612万人
(45%)

509万人
(38%)

69万人
(39%)

87万人
(12%) 110万人

(17%)

310万人
(48%)

会社員 無職

280万人
(51%)

201万人
(37%)

1）

1）外食意識は外食頻度がコロナ以前より減った、かつコロナ感染への懸念がその理由である方を対象に聴取(n=976)
市場全体の人数は総務省の人口推計データを基に地域・性別・年代別にウェイトバック集計することで推定しており、ウェイトバック集計に関して詳しく知りたい方はこちらを参照

https://quest-research.co.jp/column/2021-0329-1


日本全国の感染者０

日本全国の感染者０で約3,871万人(一人利用)、約3,541万人(複数利用)が以前の外食意識に回帰
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日本全国の感染者０時の外食意識

一人利用 複数利用

465万人
(67%)

パート・アルバイト

140万人
(20%)

223万人
(9%)

専業主婦・主夫

454万人
(70%)

59万人
(34%)

4万人
(2%)

262万人
(19%)

113万人
(64%)

学生

93万人
(13%)

1,653万人
(70%)

491万人
(21%)

369万人
(67%)

無職

817万人
(60%)

85万人
(13%)

278万人
(20%)

107万人
(17%)

37万人
(7%)

142万人
(26%)

会社員 定年退職

強い抵抗感を感じ、外食をほぼ控える やや抵抗感を感じ、外食を控えるかもしれない 全く抵抗感なく、コロナ前のように外食できる

64万人
(37%)

684万人
(29%)

74万人
(11%)

407万人
(58%)

8万人
(5%)

218万人
(31%)

1,469万人
(62%)

パート・アルバイト 学生

347万人
(63%)

202万人
(15%)

340万人
(25%)

会社員 専業主婦・主夫

400万人
(62%)

無職

815万人
(60%)

168万人
(26%)

78万人
(12%)

182万人
(33%)

215万人
(9%)

定年退職

18万人
(3%)

1）

1）外食意識は外食頻度がコロナ以前より減った、かつコロナ感染への懸念がその理由である方を対象に聴取(n=976)
市場全体の人数は総務省の人口推計データを基に地域・性別・年代別にウェイトバック集計することで推定しており、ウェイトバック集計に関して詳しく知りたい方はこちらを参照

https://quest-research.co.jp/column/2021-0329-1


コロナ後の外食行動
４. 



コロナ後の外食頻度

頻度は以前に回帰する消費者が過半数で、以前と比べ高頻度より低頻度を志向する消費者が多い
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26% 28%
34% 34% 29% 27%

65% 64% 54%
59%

64% 68%

9% 8%
13%

7% 7% 5%

会社員 学生 無職パート・ア
ルバイト

専業主婦・主夫 定年退職

26% 28% 28% 24%

40%

68% 66% 64%
66%

52%

6% 6% 8% 10% 8%

ファストフード ファミリー
レストラン

ディナーレ
ストラン

カフェ・喫茶居酒屋・バー

コロナ前より多い頻度でしたい コロナ前と同じ頻度でしたい コロナ前より少ない頻度でしたい

コロナ後の外食頻度



コロナ後の外食単価
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19% 19%
30%

12%
24%

12%

77% 79%
66%

82%

72%
84%

4% 4% 6% 4%

会社員 パート・ア
ルバイト

学生 専業主婦・主夫 無職 定年退職

2% 4%

16% 15% 18% 16%
23%

80% 81% 76% 79%
73%

7% 4%

ファストフード ファミリー
レストラン

ディナーレ
ストラン

居酒屋・バー カフェ・喫茶

4% 4% 4%

コロナ前より高い単価にしたい コロナ前より安い単価にしたいコロナ前と同じ単価にしたい

コロナ後の外食単価

単価も以前に回帰する消費者が過半数で、以前と比べ高単価より低単価を志向する消費者が多い
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